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小型ポンプ操法の部にて見事優勝!!

第67回茨城県消防ポンプ操法大会
県央地区大会において城里町消防団
第５分団（上下青山・勝見沢地区）が、
５年ぶりに見事優勝に輝きました。
また、選手全員が優秀選手に選ばれ
るなど消火操作の速さ正確さが評価
されました。
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平成27年度決算　一般会計の使いみち

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
16
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
、
条
例
改
正
６
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
補
正
予
算
６
件
・
決
算
認
定

７
件
・
人
事
案
件
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
し
、常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
分
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
１
件
を
除
き
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
、
報
告
13
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第３回
定例会

の使いみち一般会計

□基金残高	 53億7,478万円6千円
町民一人あたり　約260,735円

□町債残高	 104億9,189万円
町民一人あたり　約508,969円

※基金…町が将来のために備えたり、定額の資金を運用するため
に設けられる資金で、町の積立預金のことをいいます。

※町債…町が事業を行うために資金を調達する一つの手段で、町
の借金のことをいいます。

町の人口　20,614人（平成28年3月31日現在）

議会費
1億1,608万7千円
1.2%

総務費
14億4,532万2千円

15.1%

民生費
24億7,858万8千円

25.8%

労働費
930万5千円
0.1%

衛生費
6億8,937万7千円
7.2%農林水産業費

4億7,581万8千円
5.0%

商工費
2億4,400万8千円

2.8%

土木費
11億7,669万7千円

12.3%

消防費
4億9,177万7千円
5.1%

教育費
10億486万2千円

10.5%

災害復旧費
8,085万7千円

0.8%

公債費
13億8,427万円

14.4%

歳出総額

95億9,696万8千円
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平成27年度決算一般会計
一般会計

事　　業　　名 金　　額

総 務 費
旧北方小学校水泳施設解体及び場内施設整備工事 4,058万円
城里町庁舎建設工事監理業務委託 1,557万円
スダジイ広場遊具設置工事 1,065万円

民 生 費

臨時福祉給付金支給事業 3,074万円
老人保護措置事業 3,514万円
障害福祉サービス費 3億2,641万円
後期高齢者医療給付費事業 2億1,232万円
安心子ども支援事業　※民間保育所改築補助 1億5,813万円

衛 生 費
各種予防接種事業委託 3,224万円
ソーラーＬＥＤ街路灯設置工事 3,319万円

農林水産業費 生産調整対策補助 5,064万円

商 工 費
ふるさと応援寄付金事業 1,078万円
ふれあいの里8人用キャビン1棟及び浄化槽改修工事【繰越】 3,678万円

土 木 費

町道維持補修工事 4,946万円
町道真端線道路改良工事【繰越】 1,391万円
大桂大橋耐震補強工事【繰越】 4,372万円
町営住宅修繕業務委託 869万円

消 防 費
消防事務負担金 3億6,423万円
県消防救急無線・指令センター整備費負担金 3,196万円
小型動力ポンプ付積載消防車購入　※3台 1,652万円

教 育 費
ＡＬＴ（外国語指導助手）設置事業 1,189万円
桂中学校屋内運動場改築工事実施設計業務 3,348万円

災害復旧費 新道川河川災害復旧工事【繰越】 658万円

　　歳入（町に入ったお金） 	 103億8,915万5千円
　　歳出（町で使ったお金） 	 95億9,696万8千円
　　歳入歳出差引額	 7億9,218万7千円

主に、次のような事業に使われました。	 ※１万円未満切り捨て。



しろさと議会だより　№48 4

監査委員決算審査報告

特別会計及び企業会計の決算は以下のとおりです。

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

国保
事業勘定 29億1,808万円 29億479万6千円 1,328万4千円
施設勘定 2億3,932万2千円 2億3,702万円 230万2千円

後期高齢者医療 1億7,983万4千円 1億7,974万2千円 9万2千円

介護
保険事業 19億4,931万1千円 19億2,334万2千円 2,596万9千円

サービス事業 560万3千円 502万2千円 58万1千円
公共下水道事業 15億2,077万4千円 15億357万2千円 1,720万2千円
農業集落排水事業 2億9,560万9千円 2億9,012万3千円 548万6千円

水道
収益的収入・支出 7億6,939万4千円 6億6,291万3千円 7,130万7千円
資本的収入・支出 3億5,340万3千円 6億3,537万3千円 △2億8,197万円
※水道事業会計の不足額は消費税、消費税資本的収支調整額及び過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

用語説明	 （国保事業勘定）主に保険給付金等の事業費	 （国保施設勘定）診療所運営の事業費
	 （介護保険事業）主に介護保険給付金等の事業費	 （介護サービス事業）要支援者ケアプラン作成事業費
	 （水道事業収益的収入･支出）汚れた水を適切に処理するための経費とその財源です。
	 （水道事業資本的収入･支出）施設を建設･整備するための経費とその財源です。
	 （損益勘定留保資金）減価償却費や固定資産除却費のように、費用ではあるが現金支出を伴わない、会計

上内部に留保されている資金。

平成27年度特別会計決算

近隣市町との比較

数字で比べてもかなり厳しい!!　今後の財政はどうなる？
　決算見込みを的確に把握して、予算編成及び予算補正を適切に行うなど、限られた財源の効率的な
運用を図るよう努めることが大事である。

財政力指数
（平成27年度決算実績）

経常収支比率（％）
（平成26年度決算実績）

実質公債費比率（％）
（平成26年度決算実績）

城　里　町 0.374 85.4 12.8
茨　城　町 0.557 84.8 9.0
大　洗　町 0.728 92.9 5.0
大　子　町 0.318 84.4 6.4
常陸大宮市 0.440 84.5 9.9

※「茨城県市町村概況（平成28年度版）」より抜粋

実質公債費比率
　率が高いほど財政運営が硬直化していることを示しており、18％以上の団体は地方債の発行に際し
許可が必要となり、公債費負担適正化計画を策定し、財政の健全化を図る必要がある。さらに、25％
以上の団体は一定の地方債の発行が制限される。
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監査委員決算審査報告

監査委員　加藤木　昭　博　
監査委員　薗　部　　　一　

●	未収金対策も毎年申し上げているところではあるが、引き続き各課との
連携を密にし、滞納者には早期に対応し、悪質な滞納者には、「滞納は絶対に
許さない」という毅然とした態度で臨み、法的措置を講ずるなど、さらに
実効性のある収納対策を図り、滞納の解消、収納率の向上に引き続き努め
られたい。

●	各事業の予算については、財源確保の厳しい中、予算付けされたものであり、
今後とも常に業務の執行状況、さらには決算見込みを的確に把握して、
予算補正を適切に行うなど、限られた財源の効率的な運用を図り、弾力性の
ある行政運営を望むものである。

●	公営企業会計は独立採算性が原則であり、収入未済額の増加は経営圧迫の
要因にもなる。水道事業会計においても、収入未済額の解消に更に全力で
対処するとともに、年間給水量及び年間有収量を的確に把握し、供給単価を
考慮し販売損失の抑制に努め、独立採算制を基本とした適正な水道料金体系
による健全な企業経営に努められたい。

●	地方財政にとってはまだまだ厳しい状況が続くことが予想されるので、真の
住民サービスとは何かを常に念頭に置き、住民が安心して生活できる生活
環境を望むものである。

監査委員決算審査報告
　８月１日（月）から４日（木）にわたり、平成27年度一般会計と
特別会計決算・企業会計決算と事業実施状況について審査を行い、
その結果、次の意見を付しての報告がありました。

財政比率
平成27年度 平成26年度 平成25年度

財 政 力 指 数 0.374 0.375 0.376
経常収支比率（％） 85.9 85.4 85.8
地 方 債 現 在 高 104億9,189万円 110億1,972万円 106億3,642万円

　財政力指数………「１」に近いほどよく、「１」を超えるほど財源に余裕があることを示す。

　経常収支比率……おおむね70％から80％が標準とされる。
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決算特別委員会報告

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　第3回定例会初日の９月６日、町長から提案された平成27年度城里町決算（７会計）について詳細に
審査するため決算特別委員会が設置されました。
　決算審査は各議員が広く審議を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

決算特別委員会での主な質疑・答弁

（
一
般
会
計
所
管
分
）

問　

繰
越
額
の
増
ま
た
、
歳
出

の
不
用
額
が
多
い
理
由
は
。

答　

例
年
行
っ
て
い
た
最
終
専
決

で
の
不
用
額
の
減
額
補
正
を
行
わ

な
か
っ
た
た
め
、
繰
越
額
が
増
と

な
り
ま
し
た
。

問　

総
合
計
画
の
業
務
委
託
を

　
　
　
　
　

し
て
い
る
が
、

　

町
民
の
意
見
は

　

反
映
さ
れ
て
い

　

る
の
か
。

答　

総
合
計
画
審

　

議
会
で
意
見
を

　

集
約
し
、
反
映

　

さ
せ
て
い
ま
す
。

問　

茨
城
租
税
債

　

権
管
理
機
構
負

　

担
金
を
支
払
っ

　

て
い
る
が
そ
の

　

効
果
は
あ
る
の

　

か
。

答　

均
等
割
、前
々

　

年
徴
収
実
績
に
対
し
て
支
払

っ
て
お
り
、
効
果
は
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

方
法
の
改
善
点
は
あ
っ
た

か
。

答　

昨
年
ま
で
の
販
売
方
法
を

見
直
し
、
今
年
は
予
約
制
で

の
販
売
と
し
て
商
工
会
と
協

議
し
て
い
ま
す
。

問　

ホ
ロ
ル
の
湯
特
別
優
待
券

を
配
布
し
て
い
る
が
入
場
者

数
は
増
え
て
い
る
の
か
。

答　

約
七
千
人
増
と
な
っ
て
お

り
、
食
堂
の
売
り
上
げ
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。

問　

ソ
ー
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

の
設
置
場
所
と
各
自
治
会
へ

の
設
置
完
了
の
時
期
は
。

答　

指
定
避
難
所
の
石
塚
小
学

校
、
常
北
小
学
校
、
旧
小
松

小
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
城
里
、
ホ
ロ
ル
の

湯
、
沢
山
小
学
校
、
桂
支
所
、

桂
公
民
館
、
七
会
支
所
、
七

会
小
学
校
、
七
会
公
民
館
の

十
一
箇
所
で
す
。
自
治
会
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
は
本
年

12
月
ま
で
に
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　

ホ
ロ
ル
の
湯
工
事
請
負
費

（
修
繕
費
）
の
内
容
は
。

答　

設
備
の
老
朽
化
に
伴
う
ポ

ン
プ
類
、
浴
室
、
厨
房
機
器
・

浄
化
槽
等
の
補
修
で
す
。

問　

茨
城
県
消
防
救
急
無
線
・

指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
負
担
金

減
と
は
。

答　

県
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
費
確
定
に
よ
る
負
担
金
の

減
で
す
。

問　

水
防
費
船
舶
免
許
の
補
助

人
数
は
。

答　

常
北
地
区
で
一
名
で
す
。

問　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
配
布
時
期
は
。

答　

十
一
月
頃
作
成
、
配
布
は

そ
の
後
に
な
る
予
定
で
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
７
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
決
算
の
所
管
分
・
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
・
介
護
保
険
特
別
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出
総務民生常任委員会の審議状況
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決算特別委員会報告

（
一
般
会
計
所
管
分
）

問　

町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
状

況
は
。

答　

滞
納
整
理
業
務
を
県
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
し
、

昨
年
度
よ
り
滞
納
額
は
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

未
収
金
徴
収
の
対
応
に
つ

い
て
。

答　

各
課
単
独
で

　

職
員
が
未
収
金

　

の
徴
収
を
行
っ

　

て
い
ま
す
。

問　

食
と
農
の
チ

　

ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

と
は
。

答　

常
陸
大
黒

　
（
黒
豆
）
生
産

　

に
伴
う
資
材
費

　

に
対
す
る
補
助

　

を
行
い
生
産
性

　

の
向
上
を
図
り
、

　

加
工
品
の
開
発

　

を
実
施
し
ま
し
た
。

問　

適
応
指
導
事
業
に
つ
い
て
。

答　

心
理
的
要
因
等
で
学
校
に

登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
に

学
校
復
帰
の
た
め
の
適
応
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
補

助
）
の
契
約
状
況
は
。

答　

町
独
自
で
非
常
勤
外
国
人

講
師
４
名
を
採
用
し
、
幼
稚

園
・
小
中
学
校
で
外
国
の
文

化
や
語
学
向
上
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

問　

ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
補
助

財
源
の
基
金
が
あ
と
３
年
く

ら
い
し
か
な
い
が
運
営
出
来

る
の
か
。

答　

今
後
も
実
施
す
る
予
定
で

考
え
て
い
ま
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
自
主
事
業
委
託
に
つ
い

て
は
。

答　

毎
年
開
催
し
て
い
る
芸
能

コ
ン
サ
ー
ト
等
。
今
年
度
は

江
戸
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　

下
圷
地
区
管
渠
布
設
替
工

事
と
は
。

答　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
管
渠
に
歪
み
が
あ
り
マ

ン
ホ
ー
ル
に
汚
水
の
滞
留
が

あ
る
た
め
管
の
布
設
替
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
の

努
力
は
。

答　

施
設
の
維
持
管
理
費
も
増

加
傾
向
に
あ
り
会
計
上
難
し

く
、
現
在
の
使
用
料
金
で
維

持
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

問　

石
塚
浄
水
場
に
つ
い
て
。

答　

石
塚
浄
水
場
は
稼
働
か
ら

48
年
が
経
過
し
、
施
設
の
見

直
し
等
を
含
め
検
討
し
て
い

ま
す
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

教
育
産
業
常
任
委
員
会
は
、

会
期
中
の
９
月
９
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
平
成
27
年
度
一

般
会
計
決
算
の
所
管
分
・
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

教育産業常任委員会の審議状況

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　

診
療
所
医
薬
品
の
在
庫
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

お
お
よ
そ
一
千
万
円
分
で

す
。
年
度
末
に
在
庫
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

医
師
の
研
究
研
修
費
と
は

何
か
。

答　

年
に
３
回
程
度
開
催
さ
れ

る
医
師
の
学
会
参
加
旅
費
で

す
。
昨
年
度
は
、「
日
本
血

液
学
会
学
術
集
会
」「
全
国

国
保
地
域
医
療
学
会
」
に
出

席
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

術
書
の
購
入
を
し
て
い
ま

す
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　

人
件
費
減
に
よ
る
支
障
は

な
い
の
か
。

答　

職
員
数
減
の
た
め
支
障
は

あ
り
ま
す
。
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▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
ホ
ロ
ル
の
湯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
整
備
に
伴

い
コ
ー
ス
使
用
料
を
定
め
る

も
の
）

▽
城
里
町
医
療
福
祉
費
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
妊
産
婦
及
び
小
児
の
所
得

要
件
緩
和
に
伴
う
も
の
）

▽
城
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
学
校
教
育
法
で
定
め
る
学

校
の
名
称
に
「
義
務
教
育
学

校
」
を
追
加
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
健
康
増
進
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
の
整
備
に
伴
う
も
の
）

▽
城
里
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

（
入
居
者
を
確
保
出
来
な
い

と
き
、
規
則
に
基
づ
く
資
格

を
持
た
な
い
者
に
対
し
て
一

時
的
な
入
居
を
許
可
出
来
る

よ
う
に
す
る
も
の
）

▽
城
里
町
公
共
下
水
道
供
用
開

始
区
域
拡
大
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

町
条
例
の
一
部
を
改
正

（
高
根
地
区
に
お
い
て
公
共
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
受
益
者
負
担
金
及
び
使
用
料

の
賦
課
徴
収
を
行
う
も
の
）

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
七
会
診
療
所
改
築
工

事
の
契
約

契
約
金
額

　

２
億
３
，３
９
２
万
８
千
円

契
約
の
相
手
方

　

水
戸
市
け
や
き
台
２
丁
目

　

13
番
２

　

コ
ス
モ
綜
合
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

池
田
勇
夫

　

城
里
町
塩
子
６
７
１
番
地

　

有
限
会
社
大
座
畑
建
設

　

代
表
取
締
役　

大
座
畑
一
枝

契
約
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

条
例
改
正

契
約
の
締
結

可
　
決

可
　
決

９月定例会で
決まったこと

　

七
会
診
療
所
の
建
て
替
え

問
題
は
、
長
年
立
地
条
件
な

ど
で
先
送
り
に
な
っ
て
い
た
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
建
て
替
え

に
つ
い
て
一
般
質
問
で
要
望

す
る
と
同
時
に
七
会
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
建
設

で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
き
た
。

こ
の
た
び
建
設
の
運
び
に
な

っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
い
。

　

し
か
し
、
懸
念
事
項
が
２

点
あ
る
。
１
つ
は
有
床
で
な

い
こ
と
。
ど
ん
な
症
状
の
患

者
で
あ
っ
て
も
診
療
所
に
は

賛
成
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員
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▽
平
成
27
年
度
城
里
町
一
般
会

計
決
算
認
定

▽
平
成
27
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

▽
平
成
27
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
▽
平
成
27
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定

▽
平
成
27
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
▽
平
成
27
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定

▽
平
成
27
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
付

託
し
、
常
任
委
員
会
ご
と
に

所
管
分
を
審
議
し
た
結
果
、

認
定
し
ま
し
た
。

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

追
加
補
正
額

	
	

４
８
３
万
円

予
算
総
額

２
９
億
７
，６
９
６
万
４
千
円

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

追
加
補
正
額

	
	

２
，１
８
７
万
円

予
算
総
額

１
９
億
３
，０
５
６
万
１
千
円

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

追
加
補
正
額

	
	

３
４
４
万
円

予
算
総
額

	
	

１
０
億
７
７
万
９
千
円

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

追
加
補
正
額

	
	

８
万
８
千
円

予
算
総
額

	
	

２
億
８
，１
４
５
万
２
千
円

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

追
加
補
正
額

	
	

２
，６
２
０
万
円

資
本
的
支
出
予
定
額

	
	

６
億
５
，７
１
８
万
１
千
円

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

追
加
補
正
額

１
億
６
，９
１
５
万
１
千
円

予
算
総
額

９
９
億
８
，０
６
６
万
３
千
円

　

執
行
部
か
ら
当
初
上
程
さ
れ

補
正
予
算

決
算
認
定

可
　
決

認
　
定

否
　
決

　

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
致

し
ま
す
。

　

只
今
、
反
対
討
論
を
し
ま

し
た
関
誠
一
郎
さ
ん
は
、
ニ

ュ
ー
モ
ラ
ル
の
会
員
で
会
長

を
務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、

『
黒
澤
止
幾
の
生
家
と
本
人
』

こ
れ
が
『
一
体
性
の
あ
る
も

の
で
あ
る
』
と
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
、
も
う
既
に
ご
承

知
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
近
く
に
い
る
関
係

上
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
が
視

察
研
修
に
来
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、

『
き
ち
ん
と
あ
の
建
屋
を
残

す
』
そ
う
い
う
設
計
を
し
て

い
く
。
こ
れ
が
町
と
し
て
の

文
化
財
に
対
し
て
の
方
向
性

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
皆
様
方
の
ご
賛
同
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

賛
成
討
論

南
條　

治　

議
員

　

議
案
第
70
号
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

文
化
財
保
護
費
に
つ
い
て

要
点
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
調
査
測
量
費
が
高
額
で

あ
る
事
。

２
．
黒
澤
止
幾
生
家
と
し
て

価
値
は
有
る
の
か
。
黒
沢
止
幾

の
生
涯
が
大
事
で
あ
り
、
生

家
立
て
替
え
に
４
，０
０
０
万

円
程
か
か
り
町
民
に
理
解
が

得
ら
れ
る
か
。

３
．
補
正
予
算
に
新
規
事
業

を
盛
り
込
む
こ
と
が
理
解
出

来
な
い
。

　

以
上
の
点
よ
り
反
対
い
た

し
ま
す
。

反
対
討
論

関　

誠
一
郎　

議
員

泊
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
つ
目
は
、
工
事
の
落
札
率

が
98
・
98
％
と
い
う
異
常
な

高
さ
で
あ
る
こ
と
。
通
常
、

95
％
超
だ
と
談
合
の
疑
い
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
町
民
の

血
税
が
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
い
の
か
、
私
が
疑
念
を

抱
く
。
こ
れ
を
今
後
の
町
政

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

た
こ
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
撤
回
さ
れ
、
土
木
費
の
一

部
（
大
桂
大
橋
橋
梁
補
修
工

事
請
負
費
５
，７
０
０
万
円
・

公
園
用
地
調
査
測
量
委
託
料

１
６
８
万
５
千
円
）
を
削
除

し
た
内
容
で
再
度
上
程
さ
れ

ま
し
た
が
、否
決
し
ま
し
た
。
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▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

次
の
方
の
推
薦
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

飯
田
紀
代
子
氏
（
石
塚
）

　

久
保
田
殿
司
氏
（
上
青
山
）

　

松
﨑　
　

忍
氏
（
増
井
）

※
任
期
：
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

３
年
間

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
確
保
を

強
め
る
た
め
に
、
日
本
原
子

力
発
電
（
株
）
が
『
原
子
力

安
全
協
定
』
を
見
直
す
よ
う

求
め
る
行
動
を
要
請
す
る
意

見
書
採
択
に
関
す
る
請
願

▽
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

請
願

▽
地
域
と
住
民
の
安
全
確
保
を

強
め
る
た
め
に
、
日
本
原
子

力
発
電
（
株
）
が
『
原
子
力

安
全
協
定
』
を
見
直
す
よ
う

求
め
る
行
動
を
要
請
す
る
意

見
書

　

茨
城
県
知
事
、東
海
村
長（
原

子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会

座
長
）、
水
戸
市
長
（
東
海

第
二
発
電
所
安
全
対
策
首
長

会
議
座
長
）
へ
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

▽
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

　

内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、

内
閣
官
房
庁
長
官
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

▽
平
成
28
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

追
加
補
正
額

１
億
６
，７
９
９
万
７
千
円

予
算
総
額

９
９
億
７
，９
５
０
万
９
千
円

　

第
３
回
定
例
会
で
否
決
さ
れ

た
補
正
予
算
か
ら
さ
ら
に
教
育

費
（
黒
澤
止
幾
生
家
調
査
測
量

設
計
委
託
料
等
１
１
５
万
４
千

円
）
を
減
額
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

９月定例会で決まったこと

第２回臨時会で決まったこと

人
事
案
件

請
　
　
願

意
見
書

可
　
決

採
　
択

可
　
決

　

第
２
回
臨
時
会
が

９
月
20
日
に
招
集
さ

れ
ま
し
た
。
第
３
回

定
例
会
で
否
決
さ
れ

た
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

傍聴者報告
第３回定例会

（９月６日〜16日まで開催）	 27人
第２回臨時会

（９月20日）		  3人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http://www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は12月６日を予定しております

車いすでの傍聴も出来ます。

補
正
予
算

可
　
決

議
会
事
務
局
職
員
の
異
動

　

平
成
28
年
８
月
１
日
付
け
で
、
総
務
課
か
ら
市
村
真
紀
書
記
が

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
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議　員　名

議　案　名

藤
咲
芙
美
子

片
岡
　
藏
之

薗
部
　

一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

桐
原
　
健
一

小
林
　
祥
宏

南
條
　

治

杉
山
　

清

小
松
﨑
三
夫

鯉
渕
　
秀
雄

根
本
　
正
典

小
圷
　

孝

城里町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

城里町公共下水道供用開始区域拡大に伴う関係条例の整
理に関する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町介護保険特別会計補正予算（第１号）
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第
２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町水道事業会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町一般会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町国民健康保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町後期高齢者医療特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町介護保険特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町公共下水道事業特別会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町農業集落排水事業特別会計決算認定
について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成27年度城里町水道事業会計決算認定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町一般会計補正予算（第２号）について × ○ × × ○ × × × ○ ○ × ○ × ○

第２回臨時会

平成28年度城里町一般会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

審議した議案と各議員の賛否

審議した議案と各議員の賛否
　第３回定例会・第２回臨時会の議案等の表決を、賛成は○、反対を×、欠席は−で表示してあります。
　採決に加われなかった議員は斜線で表示してあります。
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町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
その要約を掲載しました。

片岡　藏之　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ13

　・災害発生時の対応

　・発生危険箇所の把握は

　・町の活性化は

藤咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ14

　・防災行政無線の戸別受信機の設置について

　・交通安全対策について

　・太陽光発電について

　・認定こども園について

南條　　治　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ15

　・町所有の公用バスは

　・山桜について

　・今回の台風被害状況は

河原井　大介　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ16

　・リーサスについて

　・防災について

　・図書館について

　・青少年育成（スポーツへの支援）について

≪お詫びと訂正≫
　議会だより47号で誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

　表紙　誤：七会保育園　正：ななかい保育所
　Ｐ５　誤：老人世帯の安全確認の拡大を書籍
　　　　正：老人世帯の安全確認の拡大を
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災害発生時の対応は
《町長》	班に分かれ災害対応に当たる。

片
かた お か

岡　藏
く ら ゆ き

之　議員

片

岡　

９
月
は
色
々

と
防
災
を
考
え
る
月
と

い
う
こ
と
で
防
災
に
関

連
し
た
質
問
を
行
い
た

い
と
思
う
。
地
震
に
つ

い
て
本
町
の
対
応
は
。

町

長　

本
町
に
お
い

て
は
対
策
本
部
に
総
括

班
、
調
達
班
、
避
難
誘
導

班
、
応
急
復
旧
班
、
給

水
班
、文
教
班
、支
所
班
、

消
防
班
に
分
か
れ
災
害

対
応
に
当
た
る
。
本
年
よ

り
台
風
災
害
に

関
し
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
計
画
を

作
成
し
、
事
前

に
職
員
の
訓
練

を
行
な
っ
て
台

風
に
対
応
し
て

い
る
。

片

岡　

本
町

で
は
那
珂
川
の

支
流
が
多
い
が

そ
の
河
川
の
対

応
は
。

町

長　

那
珂

川
に
注
ぐ
小
河

川
に
お
い
て
河

川
の
流
下
能
力

を
高
め
る
た
め

の
土
砂
さ
ら
い
、
河
川

の
整
備
が
大
切
で
す
の

で
必
要
な
箇
所
は
県
に

対
し
要
望
し
て
い
る
。

片

岡　

本
町
で
は
各

自
治
会
等
の
集
会
施
設

に
避
難
所
の
看
板
を
出

し
て
指
定
し
て
い
る
が
、

各
施
設
と
も
一
時
的
に

は
集
ま
れ
る
が
、
機
能

面
で
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
が
。

町

長　

短
期
的
な
避

難
で
あ
っ
て
も
、
ト
イ

レ
等
の
問
題
は
重
要
な

問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

集
会
所
の
ト
イ
レ
改
修

等
な
ど
は
町
地
区
集
会

施
設
補
助
金
に
て
整
備

費
の
３
分
の
１
の
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
又
、

発
電
機
を
購
入
し
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
町
自
主

防
災
組
織
活
動
育
成
事

業
費
補
助
金
に
お
い
て

２
分
の
１
の
助
成
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

片

岡　

私
が
以
前
一

般
質
問
に
お
い
て
原
発

災
害
時
の
避
難
路
は
ま

だ
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
県
の
方
向
性
を
考

慮
し
て
か
ら
と
の
答
弁

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
を
お
伺
い
す
る
。

町

長　

町
に
お
い
て

は
、
栃
木
県
に
避
難
す

る
と
県
の
作
成
し
た
原

子
力
災
害
に
備
え
た
茨

城
県
広
域
避
難
計
画
に

よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
栃
木
県
の

各
自
治
体
と
避
難
受
け

入
れ
に
向
け
て
の
要
請

作
業
を
進
め
て
い
る
計

画
で
あ
る
。
又
、
東
京

都
江
戸
川
区
と
災
害
協

定
を
結
ん
で
お
り
ま
す

の
で
受
け
入
れ
の
要
請

も
考
え
ら
れ
る
。

片

岡　

栃
木
県
へ
の

避
難
と
い
う
こ
と
で
道

路
は
い
か
が
か
。
１
２
３

号
線
は
ど
う
な
る
か
分

か
ら
な
い
中
、
塩
子
を

通
る
水
戸
・
茂
木
線
こ

の
１
本
で
は
不
安
で
は

な
い
か
。
既
存
の
町
道

の
拡
幅
、
整
備
等
で
災

害
時
に
十
分
活
用
で
き

る
の
で
は
。

町

長　

地
域
の

活
性
化
の
観
点
か

ら
も
道
路
整
備
は

重
要
と
考
え
て
お

り
、
地
域
の
意
見

等
を
伺
っ
て
順
次

行
っ
て
ま
い
り
た

い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・	

発
生
危
険
箇
所

の
把
握
は

・	

町
の
活
性
化
は

災害警戒・対策本部の組織
【本部会議】

本　部　長 町長
副 本 部 長 副町長、教育長、消防団長
本　部　員 各課長、各局長

扌➡
【各班】

総　括　班（総務課長） まちづくり戦略課、総務課、
議会事務局

調　達　班（財務課長） 財務課、会計課

避難誘導班（福祉こども課長） 町民課、税務課、長寿応援課、
福祉こども課

医療救護班（健康保険課長） 健康保険課

応急復旧班（都市建設課長） まちづくり戦略課、都市建設課、
下水道課、町民課、農業政策課

給　水　班（水道課長） 水道課
文　教　班（教育委員会事務局長）教育委員会事務局
支　所　班（各支所長） 桂支所、七会支所
消　防　班（消防団長） 消防団
　※（　）内の者は班長となるものを示す。

土砂の滞留した河川
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藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

防災行政無線の戸別受信
機の設置について
《町長》	 メーカーで製造中止のため販売でき

ない。

認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

《
町
長
》

親
の
就
業
形
態
が
変

わ
っ
て
も
通
い
慣
れ

た
園
で
過
ご
せ
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

適
切
な
対
策
と
っ
て
い
く
。

藤

咲　

防
災
行
政
無

線
が
聞
こ
え
る
か
ど
う

か
は
命
に
か
か
わ
る
問

題
だ
。
総
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
防
災
行

政
無
線
の
戸
別
受
信
機

の
整
備
が
特
別
交
付
税

措
置
に
よ
る
財
源
措
置

の
拡
充
に
言
及
し
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
戸
別

受
信
機
を
ぜ
ひ
検
討
し

て
ほ
し
い
。

町

長　

戸
別
受
信
機

は
常
北
地
区
の
希
望
者

に
有
料
で
配
布
し
て
い

た
が
、
メ
ー
カ
ー
で
対

応
機
種
の
製
造
販
売
を

中
止
し
た
。
常
北
地
区

は
購
入
で
き
な
い
。

藤

咲　

総
務
省
の
政

策
は
ど
の
よ
う
に
検
討

し
た
の
か
。

町

長　

他
の
経
験
に

よ
る
と
震
災
に
ラ
ジ
オ

が
非
常
に
有
効
だ
っ
た
。

ラ
ジ
オ
だ
と
大
き
な
費

用
も
か
か
ら
な
い
。

藤

咲　

最
近
、
大
型

車
の
交
通
量
が
多
く
な

り
町
民
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

私
が
注
意
し
て
見
た
限

り
増
井
、
磯
野
、
勝
見

沢
地
区
の
通
学
道
路
、

生
活
道
路
に
ダ
ン
プ
が

進
入
し
交
通
量
が
多
い
。

町
民
、
通
行
人
の
安
全

を
確
保
す
る
方
策
を
町

は
と
っ
て
欲
し
い
。

町

長　

笠
間
警
察
署

に
交
通
規
制
の
要
望
を

出
し
て
お
り
、
本
年
８

月
26
日
に
区
間
の
交
通

規
制
が
実
現
し
た
。
今

後
危
険
箇
所
を
パ
ト
ロ

ー
ル
し
適
切
な
対
策
と

っ
て
い
く
。

藤

咲　

当
町
で
も
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
散

見
す
る
。
私
は
再
生
可

能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
の
発
電
に
は
賛

成
だ
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
太
陽
光
パ
ネ
ル
が

無
秩
序
に
増
え
て
、
森

林
伐
採
に
よ
る
土
砂
災

害
の
危
険
が
増
え
て
い

い
の
か
と
思
う
。
自
然

豊
か
な
当
町
の
環
境
破

壊
は
避
け
た
い
。
町
独

自
の
条
例
制
定
が
必
要

だ
と
思
う
が
。

町

長　

県
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
れ
ば
効
果

は
あ
る
。
独
自
に
つ
く

ら
な
く
て
も
よ
い
。

藤

咲　

来
年
度
か
ら

常
北
幼
稚
園
が
認
定
こ

ど
も
園
と
な
る
が
、
認

定
こ
ど
も
園
で
は
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
特
色
を

出
す
。
そ
の
際
子
ど
も

に
格
差
や
差
別
感
を
根

づ
か
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

と
く
に
、
食
べ
る
こ
と

は
人
間
の
生
育
の
基
本
。

新
制
度
で
は
外
部
か
ら

の
弁
当
も
可
能
と
さ
れ

て
い
る
が
、
好
ま
し
い

と
は
思
わ
な
い
。

町

長　

今
ま
で
は
親

の
就
業
の
有
無
に
よ
り

保
育
園
、
幼
稚
園
に
分

か
れ
て
い
た
。
親
の
就

業
形
態
が
変
わ
っ
て
も

通
い
な
れ
た
園
で
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

太陽光パネル

桂地区の戸別受信機
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《町長》	 平成27年度127回の運行中92回が
学校行事等。

町所有の公用バス利用
状況は

南
なんじょう

條　　治
おさむ

　議員

南

條　

学
校
関
係
の

利
用
が
多
い
が
、
そ
の

他
の
利
用
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
は
。

町

長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
の
問
合

せ
が
あ
る
。
27
年
度

１
２
７
回
の
運
行
中
92

回
が
学
校
行
事
、
学
校

以
外
35
回
で
保
育
園
、

各
種
団
体
競
技
会
の
参

加
会
議
等
職
員
随
行
、

添
乗
の
町
事
業
。
現
在

の
規
則
で
は
町
の
事
業

と
し
て
行
う
も
の
、
学

校
が
行
う
も
の
に
限
ら

れ
る
。
団
体
だ
け
の
利

用
は
貸
せ
な
い
運
用（
町

の
バ
ス
）
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
町
バ
ス
を

社
会
福
祉
協
議
会
に
譲

渡
す
れ
ば
、
社
会
福
祉

協
議
関
係
団
体
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
。（
町
職

員
随
行
な
し
）

南

條　

車
輌
点
検
等

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

財
務
課
長　

運
行
前
点

検
実
施
の
義
務
付
け
、

日
常
点
検
表
と
運
転
日

報
、
運
転
記
録
、
運
行

表
の
提
出
。
バ
ス
メ
ー

カ
ー
指
定
の
町
内
指
定

工
場
で
法
廷
３
カ
月
点

検
を
実
施
。

南

條　

桂
支
所
駐
車

中
（
仮
称
原
子
力
）
バ
ス

に
つ
い
て
利
用
制
限
は

つ
い
て
い
る
の
か
。

町

長　

原
子
力
防
災

用
機
材
避
難
用
バ
ス
と

し
て
県
か
ら
借
り
て
い

る
も
の
。
利
用
制
限
は

目
的
外
使
用
を
制
限
す

る
も
の
で
は
な
い
が
避

難
用
。
短
時
間
で
戻
れ

る
利
用
で
あ
れ
ば
町
の

行
事
で
使
う
。

南

條　

七
会
診
療
所

車
庫
の
患
者
送
迎
用
車

輌
は
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

町

長　

現
在
使
わ
れ

て
い
な
い
。
今
年
度
で

使
用
制
限
が
切
れ
る
。

整
備
を
し
た
上
で
社
会

福
祉
協
議
会
の
方
へ
所

管
を
移
す
。
高
年
者
ク

ラ
ブ
等
の
行
事
に
も
使

え
る
様
対
応
し
た
い
。

負
担
額
一
日
当
た
り
基

南

條　

町
長
は
社
長

と
し
て
原
告
の
責
任
を

果
た
す
べ
き
と
思
う
が
。

町

長　

裁
判
の
現
状
、

被
告
側
は
「
一
切
山
桜

の
金
を
外
部
に
流
出
し

た
こ
と
は
な
い
。」「
仕

入
れ
に
使
っ
た
が
、
記

帳
を
間
違
え
た
だ
け
。」

と
主
張
。
現
在
、
町
側

の
主
張
と
は
平
行
線
の

状
態
で
裁
判
は
続
い
て

い
る
。

南

條　

各
部
署
に
お

い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
は
し

た
の
か
。

町

長　

町
で
は
そ
の

都
度
災
害
警
戒
本
部
を

設
置
。
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
11
班
編
成
巡
回
。
都

市
建
設
課
・
農
業
政
策

課
・
下
水
道
課
・
水
道

課
の
巡
回
。
倒
木
等

70
カ
所
。
順
次
停
電

１
７
０
０
世
帯
余
。
そ

の
日
、
そ
の
次
の
日
ま

で
に
復
旧
を
指
示
。
作

業
を
終
え
る
等
の
対
応
。

南

條　

農
地
の
土
砂

流
出
が
あ
る
よ
う
だ
が
。

農
業
政
策
課
長
　

農

業
政
策
課
、
都
市
建
設

課
該
当
６
カ
所
。
今
後

そ
の
地
区
を
重
点
的
に

点
検
。
ト
ラ
ク
タ
ー
等

土
砂
排
出
の
注
意
周
知

を
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
台
風
被
害

状
況
は

《
町
長
》

倒
木
等
70
カ
所
。
停

電
１
７
０
０
世
帯
余
。

山
桜
に
つ
い
て
裁
判
の
成
り
行
き
は

《
町
長
》

平
行
線
の
状
態
で
裁
判
は
続
い
て
い
る
。

県から貸与されている避難用バス

本
（
運
転
手
経
費
１
５
，
６
６
０
円
）
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河
原
井　

地
方
創
生
の

情
報
支
援
と
し
て
平
成

27
年
４
月
か
ら
運
用
開

始
さ
れ
て
い
る
地
域
経
済

分
析
シ
ス
テ
ム
、
通
称
リ

ー
サ
ス
の
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ

を
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
る
の
か
。

町

長　

昨
年
度
、
企

画
財
政
課
（
現
ま
ち
づ

く
り
戦
略
課
）
企
画
調

整
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
サ

ス
を
活
用
し
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
策

定
に
活
用
し
た
。

河
原
井　

リ
ー
サ
ス
・

シ
ス
テ
ム
を
広
く
利
用
、

住
民
参
加
型
の
地
域
活

性
化
を
模
索
す
る
た
め

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
開
催
し
て
は
。
住
民

に
対
し
て
活
用
し
て
も

ら
う
た
め
、
総
体
的
な

見
解
を
伺
い
た
い
。

町

長　

シ
ス
テ
ム
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰

で
も
見
ら
れ
る
状
態
で

あ
る
。
た
だ
し
、
リ
ー

サ
ス
に
載
せ
る
べ
き
デ

ー
タ
を
整
備
す
る
事
が

町
の
現
課
題
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
リ
ー
サ

ス
を
使
わ
ず
に
得
ら
れ

る
、
よ
り
身
近
な
情
報

も
し
っ
か
り
と
生
か
し

た
い
。

河
原
井　

城
里
町
に
関

す
る
国
の
デ
ー
タ
を
調

べ
る
と
、
高
取
鉱
山
に

金
が
眠
っ
て
い
る
と
い

う
資
料
が
あ
る
。
ま
ち

づ
く
り
活
性
に
必
要
な

情
報
を
素
早
く
取
り
入

れ
、
政
策
に
役
立
て
る

地
域
戦
略
室
的
な
部
署

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長　

現
在
、
ま
ち

づ
く
り
戦
略
課
内
に
お

い
て
総
合
的
な
町
の
方

向
性
や
戦
略
を
進
め
て

い
る
が
、
取
り
か
か
っ

て
い
る
事
業
が
沢
山
あ

り
、
新
規
事
業
ま
で
手

が
け
て
行
く
こ
と
が
難

し
い
状
況
。
今
後
は
、

現
在
の
事
業
が
終
わ
り

次
第
、
次
の
事
業
を
手

が
け
て
ま
い
り
た
い
。

河
原
井　

防
災
に
つ
い

て
、
江
戸
川
区
と
ど
う

い
う
協
力
体
制
を
結
ん

で
い
る
の
か
。

町

長　

様
々
な
支
援

項
目
が
あ
る
が
、
応
急

復
旧
対
策
に
必
要
な
江

戸
川
区
か
ら
の
職
員
派

遣
は
城
里
町
と
し
て
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
。

河
原
井　

江
戸
川
区
へ

支
援
す
る
場
合
の
対
応

は
。

町

長　

特
に
救
護
が

必
要
な
人
々
を
あ
る
程

度
受
け
入
れ
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

河
原
井　

図
書
館
利
用

に
つ
い
て
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

拡
充
等
、
利
用
者
の
要

望
を
取
り
入
れ
た
図
書

館
づ
く
り
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

町

長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室

に
視
聴
覚
資
料
が
全
く

無
い
の
で
、
新
設
し
た

い
陳
列
や
展
示
の
方
法

に
つ
い
て
も
改
善
し
て

い
く
。

河
か わ ら い

原井　大
だい す け

介　議員

〈町長〉	昨年度、人口ビジョンと総合戦略
	 策定に活用した。

リーサス（地域経済分析システム）
について

河
原
井　

町
の
青
少
年

育
成
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に

つ
い
て
、
特
に
中
学
校

の
部
活
動
等
を
支
え
る

保
護
者
の
方
の
負
担
等

に
つ
い
て
、
町
と
し
て

現
場
で
ど
う
い
う
課
題

が
あ
る
の
か
を
再
確
認

し
、
子
ど
も
達
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
町

と
し
て
の
考
え
は
。

町

長　

保
護
者
の
負

担
が
重
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
、
来
年
度
予
算

の
中
で
、
負
担
軽
減
に

向
け
て
、
一
定
の
補
助

等
の
実
施
を
検
討
し
た

い
。

防
災
に
つ
い
て

《
町
長
》

江
戸
川
区
か
ら
の
職
員
派
遣
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
。

青
少
年
育
成
（
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
支

援
）
に
つ
い
て

《
町
長
》

保
護
者
負
担
軽
減
に

向
け
て
補
助
等
検
討

し
た
い
。

図
書
館
に
つ
い
て

《
町
長
》

陳
列
や
展
示
の
方
法
に
つ
い
て
も
改
善
し
て

い
く
。



しろさと議会だより　№4817

研修報告

議
会
広
報
委
員
会

群
馬
県
玉
村
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
・

群
馬
県
八
ツ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所
を
視
察
研
修

研
修
報
告

　

去
る
７
月
21
日
（
木
）、
22
日
（
金
）
広
報
委
員
会
は
、
第
29
回
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
部
門
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
、

群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
議
会
を
視
察
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

○
玉
村
町
議
会

編
集
体
制

◇
委
員
数　

６
名

◇
任　
　

期　

２
年

◇
開
催
日
数　

　
　

１
回
の
発
行
に
つ
き
４
回
程
度

発
行
状
況

◇
名　
　

称　
た
ま
む
ら
『
議
会
だ
よ
り
』

◇
創　
　

刊　

平
成
10
年
５
月
１
日

◇
発
行
回
数　

定
例
会
ご
と
に
年
４
回

◇
発
行
部
数　

１
３
、３
０
０
部

◇
配
布
対
象　

町
内
全
戸
･
近
隣
自
治

　
　
　
　
　
　

体
・
官
公
庁
等

◇
発
行
経
費　

３
、１
４
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
平
成
28
年
度
予
算
）

発
行
ま
で
の
手
順

①
第
１
回
委
員
会　

　

定
例
会
告
示
日
（
７
日
前
）
編
集
方
針

の
決
定
、
記
載
記
事
、
ペ
ー
ジ
数
、

執
筆
担
当
者
、
原
稿
締
切
日
・
次
回

編
集
委
員
会
開
催
日
調
整

②
第
２
回
委
員
会
、
第
１
回
目
校
正

　
　
　
　
（
前
回
未
提
出
分
を
入
稿
）

③
第
３
回
委
員
会　

第
２
回
目
校
正

④
再
々
校
正　

正
副
委
員
長
・
事
務
局

○
八
ッ
場
ダ
ム
工
事
事
務
所

八
ッ
場
ダ
ム
諸
元

型　
　

式　

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤　
　

高　

１
１
６
ｍ

堤
長
高　

約
９
０
万
㎥

総
貯
水
槽　

１
億
７
５
０
万
㎥

流
域
面
積　

７
１
１
．
４
km2

玉村町・研修の様子

八ッ場ダム見学風景

　

今
回
、
玉
村
町
議
会
広
報
特
別
委
員

会
を
視
察
研
修
し
、
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
誌
を
第
一
に
議
会
の
活
動
内
容
を

町
民
が
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
文

面
に
纏
め
ら
れ
た
印
象
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
編
集
方
法
で
は
、
記
事
の

校
正
や
デ
ザ
イ
ン
並
び
に
写
真
を
多
く

取
り
入
れ
文
字
の
み
に
な
ら
な
い
よ
う

表
現
す
る
な
ど
編
集
内
容
の
説
明
受
け

表
紙
の
写
真
に
は
、
毎
号
、
町
内
の
名

所
等
を
採
用
し
、
親
し
み
や
す
さ
が
感

じ
ら
れ
、
担
当
委
員
の
取
材
記
事
「
み
ん

な
の
広
場
」
で
は
、
各
地
区
の
催
物
や
趣

味
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
直
接
取
材
に
出
向

き
身
近
な
話
題
と
し
て
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
読
者
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
八
ッ

場
ダ
ム
工
事
事
務
所
は
、
工
事
の
進
捗

状
況
に
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
従
来
ま

で
の
見
学
方
法
を
見
直
し
、
一
般
者
向

け
見
学
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

し
か
見
ら
れ
な
い
ダ
ム
工
事
を
観
光
資

源
と
捉
え
、
道
の
駅
八
ッ
場
ふ
る
さ
と

館
等
と
併
せ
た
観
光
振
興
へ
の
転
換
を

目
指
し
周
辺
道
路
も
整
備
さ
れ
、
地
域

活
性
化
の
た
め
の
事
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
し
た
。
最
後
に
、
既
に

地
元
の
住
民
も
代
替
地
に
お
い
て
新
た

な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
水

没
す
る
住
宅
跡
地
等
を
見
学
し
地
元
住

民
の
苦
渋
の
決
断
の
上
に
あ
る
も
の
と

痛
感
し
ま
し
た
。

議会だより
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追跡調査

　

今
年
は
こ
の
地
で
も
台
風
の
直

撃
が
ひ
ん
ぱ
ん
で
し
た
。
異
常
気

象
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ

ビ
で
見
る
被
害
の
状
況
を
前
に
茫

然
と
し
て
い
る
人
の
姿
は
何
と
も

痛
々
し
い
。

　

雨
カ
ッ
パ
に
身
を
包
ん
で
倒
れ

た
稲
を
手
作
業
で
起
こ
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
頭
が
下
が
る
思
い
が

し
ま
す
。
ま
し
て
や
高
年
者
家
族

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

稲
の
で
き
は
良
い
と
い
う
人
が
い

ま
す
が
さ
ま
ざ
ま
の
よ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

９
月
下
旬
の
稲
が
ま
だ
刈
ら
れ

ず
に
残
っ
て
い
る
と
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
と
案
ず
る
心
が

は
た
ら
く
の
は
わ
た
し
だ
け
で
し

ょ
う
か
。

藤
咲
芙
美
子　

記

議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長	

関　
　
　

誠
一
郎

　

副
委
員
長	

藤　

咲　

芙
美
子

　

委　
　

員	

桐　

原　

健　

一

	

阿
久
津　

則　

男

	

河
原
井　

大　

介

	

薗　

部　
　
　

一

	

片　

岡　

藏　

之

平
成
28年

11月
発
行
　
城
里
町
議
会
	

〒
311−4391	

T
E
L 029−288−3111（

内
線
302）

編
集
：
議
会
広
報
委
員
会
	

茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
石
塚
1428 −25	

F
A
X
 029−288−7290 編

集
後
記

どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされ
たのか追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

施設整備検討委員会を設置

環境センターについて
（平成28年３月）

検討委員会を開催し協議開始

来年度検討委員会を設置し検討していく

建設から32年が経過、耐用年数とその状
況は

平成28年７月27日に第１回一般廃棄物
処理施設整備検討委員会を立ち上げ、今年
９月30日に第2回委員会で協議をしてい
る。

速やかに整備を進めていく

通学路の整備について
（平成27年12月）

地権者との合意の上、整備を進める

地権者から計画の了解を得て速やかに整
備していく

常北中学校への通学路である青山地内の
約800ｍの整備に向け現在の進捗状況は

路線測量並びに設計業務は完了。事業の
進捗に併せ、今後も地元説明会を開催し
地権者からの合意を得て速やかに整備を
進めていきたい。


